
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ２０１０年 ６月 ２日   第２１５７回 No.４２               

月例祝賀 ／ 卓話『日野クラブの会館と別途法人』 小倉 裕美 君 

【 会長挨拶～ＲＣのような団体の役割～ 】 森岡 弘通 会長 
 

鳩山さんの言動のお陰でウェーバーの「職業としての政治」が 

色々と取り上げられていますが、ウェーバーは、一度だけ 

民主主義・資本主義の国アメリカを訪問しました。 
 

１９０４年８月から４ヶ月程ですが、その際ウェーバーの見た 

典型的なアメリカ人の生涯は、小・中学校のクラブ活動にはじまり、 

体育クラブとか古典語研究会といった学生クラブを経て、実業界の名士クラブ、

大都市の高額所得者たちの権威あるクラブに入る。というように、入会資格が

うるさく誰もが入れるわけではないクラブに次々に所属することでした。 
 

そうしたクラブに入会を許されることは、社会的に高い評価をうけ職業人とし

ての信用も保証された、ひとかどの人物と見られるための絶対条件でした。 
 

このような習慣は、かつて倫理的・宗教的規律がきびしく、入会の可否が 

メンバーの投票で決められたような、プロテスタント系の宗教団体に由来する 

と、ウェーバーは考えます。 
 

ウェーバーのみるところ、プロテスタントの教会員であることは、その人物の 

倫理資格証明書、とくに営業倫理資格証明書の交付を受けたと同じことでした。
 

従って逆に、何か宗教的・道義的過失によって、その教会を除名されれば、 

経済的には信用の失墜、社会的には零落の身を意味していました。 

（ロータリーの場合も定款を見ればわかるように、身分の終結(除名)には、 

 大変慎重な配慮がなされています） 
 

ウェーバーの見たアメリカという民主主義的社会の大きな特徴は、社会が 

個々人の単なる集まりではなく、入会資格をきびしく限定する自主的な 

民間諸団体の混成物であることにありました。 
 

そして、このアメリカ的社会の特徴は、ウェーバーがほとんど触れる事のなか

った、もう一つの大事な側面を持っていました。 

【 幹事報告 】 疋田 久武 幹事 
 

・函館五稜郭ＲＣ４０周年記念式典が５月２９日に開催され、当クラブから、 
 会員１２名。事務局員１名の計１３名。飛火野ＲＣ５名。が出席いたしました。 
 

・日本野鳥の会より『日野市の野鳥』冊子を発行した、という報告と、 
 日本野鳥の会チャリティーイベント（6/26 14:00～16:00）のご案内が来ております。 
 

・来週、「幹事の時間」を頂戴しておりますが、皆さんにお話し頂きたいと思います。 
 普段疑問に思うこと、クラブ運営に関する意見や、不満、ここが良い、など考えておいて下さい。 

≪例会プログラム≫ 
 

【司会】 
 山口 徹雄 
会場設営委員 

 

【開会点鐘】 
 森岡 弘通 会長 
 

【国歌・ロータリーソング】 
 『君が代』 
 『奉仕の理想』 
 

【ヴィジター・ゲスト紹介】 
 飛火野ＲＣ 
 東京安全運転愛好会 会長 
 志野 与志野 様 
 

【ニコニコ報告】 
 和田 達也 親睦委員長 
 

【出席報告】 
 松田 忠泰 出席奨励委員 
 

【次年度社会奉仕委員会】 
 成田 恭隆 社会奉仕副委員長 
 

【プロバスクラブについて】 
 後藤 一郎 特別代表 
 

【卓話】 
 小倉 裕美 君 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 お客様から挨拶 】 
 志野 与志野 様 
 

立川で防衛庁の方などが 

集まって、防災イベントが 

ありました。 

堅苦しい会だったので、岩田さんにお願い 

して、寅さんをやって頂きました。 

今日はそのお礼と、その模様が全国に配布 

されるＤＶＤと冊子に載っておりますので 

ご報告に参りました。 

事後報告になりましたが、日野ＲＣの 
防犯活動も掲載させて頂いております。 

卓話：【 日野クラブの会館と別途法人 】 

＜ 小倉 裕美 君 ＞ 
おそらく、世界中のロータリークラブで、自前のビルを持っているのは、 

私達の日野ロータリークラブだけだと思います。 

少なくとも、日本では他にありません。 
 

なぜ、ビルを持つ事ができたかというと、私達のクラブが８０人位いた時代に、 

１年間、一人当り３万円を出してもらい、市内の経済的に恵まれていない子供達に、 

日野クラブ独自の育英資金を出していました。 
 

この事業は、１９７７年から１９９５年の１８年間行われたのですが、 

日本の経済成長と共に、貧困家庭が少なくなった事や、もっと良い育英資金が出てきたり、 

個人情報の問題で、教育委員会にお願いしても「貧しい家庭」を教えてくれなくなりました。 
 

それ以来、育英資金は使われないまま２５００万円位が通帳に残ったままでした。 

このままではいけないと、その資金を活用して、新たな新世代奉仕を行おう！という事になります。 

そこで出てきたのが、現在では当クラブの看板事業に成長した「ブリティッシュヒルズ国内留学」です。 
 

当初２年間は、日野ＲＣが費用を全額出しましたが、３年目からは、行政との共同事業として、 

日野市が半額を負担してくれる事になりました。 

行政とタイアップして行う事業という事で、地区内他クラブからの評価も高く“ＲＩ会長賞”も頂きました。 
 

こういった新世代育成プログラムの継続的を可能にする為に、有限責任中間法人 新世代育成会が設立されます。 

それまでは、事務所を月額１５万円で借りていたのですが、今は事務所をロータリーが中間法人から借りる 

という形にして、月額４万５千円で借りています。 

また、事務費もロータリーと中間法人が折半する事により、ロータリークラブとしての負担を軽減しました。 

その結果、事務所を借りていた時より、毎年１３０万円位のコストカットに成功しました。 
 

その１３０万円は、新世代育成の為に使うお金として、一般会計とは別扱いとしています。 

この中から、ブリティッシュヒルズに８０～９０万円、ウィング会に若干が使われ、残りの約５０万円は、 

新たな新世代育成事業を起こす際に使えるように、プールしているんです。 
 

この１３０万円を、「全て自分の年度で使える」と勘違いしてしまった会長もいましたが、次の一手の為に 

資金を蓄えている訳ですから、今後、会長・幹事になる方は、その辺をご理解のうえ予算組みして下さい。 
 

細かい事は結構ですので、全体的な仕組みと流れは、皆さん、理解しておいて下さいるようお願いします。 

【 次年度社会奉仕委員会 】 
 成田 恭隆 社会奉仕副委員長 
 

新選組まつりが終わったばかりで恐縮ですが、 

よさこい祭りの協賛金のお願いが来ております。 
日野ＲＣも実行委員会に入っていますので、ご協力お願いします。

【 プロバスクラブについて 】 
 後藤 一郎 特別代表 
 

毎月、第３土曜日にプロバスクラブの準備会を 

行っております。１０月５日のガバナー訪問に 

発会式を行いたいと考えております。 

目標３０名ですので、皆さん積極的にご推薦下さい 
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【 ニコニコ報告 】 和田 達也 親睦委員長 

 本日のニコニコ： 17,000 円／累計 946,735円 

 ビジターフィー： 2,000円／累計 28,000 円 
 

 森岡弘通 君  会長職についていたおかげで、函館五稜郭ＲＣの４０周年記念行事に 
         参加することが出来ました。大変楽しい会合でした。 
 

 疋田久武 君  森岡年度も残すところ、１ヶ月となりました。 
 

 成田恭隆 君  東京特殊車体にて新しい健診車の製造が始まりました。７月中頃に完成予定です。 
         今から楽しみです。その打合せで、大政鮨にお世話になりました。 
 

 後藤一郎 君  小学生になった孫の初めての運動会、じじ・ばばも楽しみました。 
 

 熊井治孝 君  ゴルフで言えば、残り３ホール。疲れの出るところですね。頑張りましょう！ 
 

 小宮延雄 君  函館五稜郭ロータリークラブ創立４０周年、お疲れ様でした。 
 

 山下雅弘 君  今週の週報に、わが子の写真を載せてしまいました。職権濫用ですかね・・・。 
 

 和田達也 君  五稜郭ロータリークラブ４０周年ツアー、とても楽しかったです。 

≪例会変更のお知らせ≫ 
・飛火野 RC  6/22 移動例会(事務局にて) 6/29 夜間例会 

・八王子 RC  6/17 国際大会に振替 6/24 夜間例会 
・八王子西 RC 6/11 休会 6/25 夜間例会 

・多摩ｸﾞﾘｰﾝ RC 6/23 夜間例会 6/30 休会 
 

≪ローターアクトクラブ例会予定・活動予定≫ 
例会場：日野ＲＣ事務局 ／ 時間：19:00～20:30 
 

・6/12(土)  第 924回例会 

・6/26(土)  第 925回例会 
 

※ ローターアクトの例会はメーキャップになります！ 

東京日野ロータリークラブ会報 
 事務局：〒191-0042 東京都日野市程久保 3-37-3 
      ℡：042-594-3711 fax：042-593-0510 
 例 会：毎週水曜日（12:30 より） 例会場：高幡不動尊客殿 
 ＵＲＬ：http://www.hino-rotary.org 
 ブログ：http://blogs.yahoo.co.jp/hino_rotary2009 

会    長：森岡 弘通 

幹    事：疋田 久武 

会報委員長：後藤 一郎 
会 報 委 員：川俣貞・左門左兵衛・阪口茂

      山下雅弘・仲谷政毅 

お問い合せ：info@hino-rotary.org 

【 今後の予定 】 
 ■6月 9 日■ 『イニシエーションスピーチ』杉田 純一 君 ／ 幹事の時間：疋田 久武 幹事 

 ■6月 16日■ 『休会』 

 ■6月 23日■ 『講談』 河津 琴逍 師   ※夜間例会 18:00 点鐘（大政鮨） 

 ■6月 30日■ 『最終例会・会長挨拶・幹事報告』 ／ 『バッヂ交換』 

【 出席報告 】松田 忠泰 出席奨励委員 
 

 ＜事前のメーキャップ＞  
 井村廣巳 君（理事会） 
 岩田孝支 君（日野受付） 
 奥野誠也 君（函館五稜郭ＲＣ） 
 島倉邦子 君（函館五稜郭ＲＣ） 
 

 ＜先週のメーキャップ＞  
 奥野誠也 君（函館五稜郭ＲＣ） 

 会員総数 
(出席免除数) 

出席総数 
(免除者出席数) 

ＭＵ 欠席 出席率 

本日報告 
40 
(8) 

21 
(1) 

事前(4) 8 75.76 % 

前回訂正 
40 
(8) 

19 
(0) 

(4)+1 8 75.00 % 

前々回訂正 
40 
(8) 

25 
(3) 

(2)+0+0 8 75.00 % 

 

【 月例祝賀 】 和田 達也 親睦委員長 
 

 ＜誕生日＞          ＜ご夫人・ご夫君誕生日＞ 
 小倉 裕美 君 １５日    熊井 治孝 君 令夫人 
 渡邊 章郎 君 ２３日    阪口  茂  君 令夫人 
                清水 博雅 君 令夫人 
                山下 雅弘 君 令夫人 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 函館五稜郭ＲＣ４０周年記念式典 特別レポート 】 

 

さる５月２９日に開催された函館五稜郭ロータリークラブ４０周年記念式典に、日野ＲＣより会員１２名 

（森岡会長、疋田幹事、松田、奥野、小倉、井村、谷井、小宮、小島、島倉、山口、和田 ※敬称略）に 

田中事務局を加えた 13名が参加した。 
 

親睦委員会の企画したツアーでの参加は日野ＲＣから会員５名＋事務局、飛火野ＲＣから５名。 

一行は午前９：３０頃函館空港に到着し（松田さんと合流）、五稜郭ＲＣの貞森さん達に連れられて 

来る７月下旬にオープン予定の五稜郭公園内の箱館奉行所（復元）を見学した。 

その後五稜郭タワーに登り、昼食。天気晴朗にて爽やかなり。 
 

４０周年記念式典は、１４：３０よりホテル函館ロイヤルにて開催された。朝早くの出発で疲れているにも 

かかわらず、日野ＲＣの会員は誰一人居眠りせず、節度ある態度で式典に臨んだ。 

式典の後は「函館に医学部招致の必要性を探る」シンポジウムが開催され、１８：００より祝賀会となった。 

祝賀会において、友好クラブを代表して森岡会長が祝辞を述べた。 
 

余興は、五稜郭ＲＣ会員による「勧進帳」の演技。 

衣装こそ背広姿のままであったが、その語り口の素晴らしさに一同感心した。 

祝賀会の後、親睦委員会のツアーでの参加者（６名）は 

タクシーをチャーターして函館山に登り、名物の夜景を見物。素晴らしい眺めであった。 
 

翌３０日、観光組は五稜郭ＲＣさんに手配いただいた観光バスに乗り、土方歳三関連の史跡を見学。 

詳しいガイドさん（本職ではないが詳しい男性）の説明を聞きながら、中島三郎助父子碑、亀田八幡宮、東照宮、

四稜郭、権現台場、大園寺を観光。 
 

昼食には、五稜郭ＲＣ会員の大田寿司にてビールと毛ガニとお寿司をご馳走になった。 

午後は、土方最期地碑、函館山、文学碑（石川啄木）、立待岬、碧血碑、高龍寺、称名寺、実行寺、弁天台場、 

土方浪漫館を観光した。朝から夕刻まで雲ひとつない晴天であった。 
 

１７時頃、函館空港まで送り届けていただき、最期は堅い握手を交わして五稜郭ＲＣの皆様と別れを惜しんだ。 

一人一人に手土産まで用意していただき、何から何まで五稜郭 RCにお世話になった。感謝の念にたえない。 

（文責：親睦委員長 和田 達也）


